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＜基本目標＞ 
学び続ける教
職員の育成と
校内のＯＪＴ
を支援する教
育センターを

めざす 

しまね教育振興ビジョン 基本目標  

国の教育施策 島根県の教育課題 

 

 
 

 

 

 

 

  学び続ける教職員の育成と校内のＯＪＴを支援する教育センター 

 基本姿勢（スローガン）

〈４つのワークで支援します〉 
・教育庁各課・各教育事務所と連携し、研修と指導・支援の一体化を図る    （チームワーク） 
・学校等からの相談、要請に適切に対応し、直接、支援する体制を強化する    （フットワーク） 
・今日的な教育課題に対する調査研究を推進し、積極的に教育情報を発信する    （ヘッドワーク） 
・市町村教育委員会、各種教育研究団体、大学、鳥取県等との連携を推進する    （ネットワーク） 

企画･研修事業 
〇企画調整  

・研修計画の統括 
・教育庁各課、教育事務所との 

連携・調整 
〇研修・指導 

・センター研修の企画・運営 
・研修と一体化した指導 

教育相談事業 
〇教育相談 

・来所相談  ・電話相談 
・出張相談 

〇特別支援教育 
・来所相談  ・電話相談 
・出張相談 

〇“こころ・発達”教育相談  
・来所相談  ・電話相談 

調査・研究事業 
〇調査・研究 
       ・教育課題に応じた調査研究 

・学力調査等の結果分析を踏まえ 
た提言 

・国の動向を踏まえた提言 
教育情報事業 
〇教育の情報化の推進  

・教育情報の収集・提供 

総務業務 
〇教育センター機能の強化に向けた基盤構築 

学校・教職員支援事業 
○校内研修支援 

・出前講座 
・要請訪問 
・学校訪問指導等 

○カリキュラムセンターの機能 

すべての子どもが学びの主人公 
～ 一人ひとりを尊重する学校 ～ 

実体験に根ざした本物の教育 
～ 地域とともにある学校 ～ 

挑戦心、探究心が育つ学びの環境 
～ 子どもも大人も学び探究する学校 ～ 

- 3 - 

運運    営営    方方    針針  
 島根県教育センター設置の趣旨に則り、国の教育改革の動向や本県の教育課題を踏まえ、教職員の研修や教

育に関する調査・研究、学校・教職員の支援等を行うため、次の方針によって運営する。 

１ 島根県教職員研修計画の研修体系に基づいた計画的かつ継続的な研修を行うとともに教育庁各課・教

育事務所等との連携を進め、研修と指導・支援の一体化を図りながら教職員の資質・能力の向上を図る。 

２ 各種調査を分析し捉えた本県の教育課題に対して、学校現場で役立つ情報や提言を積極的に発信する。 

３ 国の教育改革の動向等に関する積極的な情報収集・提供に努めるとともにそれを踏まえた調査・研究

を進める。 

４ 相談者の現状やニーズを踏まえた教育相談で、発達段階に応じたよりよい成長等のための支援を行う。 

５ 校内研修の活性化のため、直接学校に出向き、教職員に対して積極的に支援を行う。 

６ 市町村教育委員会や県内大学、近隣県との連携を推進し、研修の充実を図る。 

 

  令和７年４月 島根県教育センター 
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組 織 運 営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
     
 
 
 
 
 
 
 

支所 
島根県教育センター 
浜田教育センター 

Ⅰ 組織機構 

  島根県教育センター 
総 務 課 

教育企画部長 

教職員研修推進担当 

学校・教職員支援担当 

新 任 者 研 修 担 当 

教職経験者研修担当 

企 画 セ ク シ ョ ン 

研 修 セ ク シ ョ ン 

企画・研修スタッフ 

相 談 セ ク シ ョ ン 

特別支援教育セクション 

“こころ・発達”教育相談室 

教育相談スタッフ  

研 究 セ ク シ ョ ン  

情 報 セ ク シ ョ ン  
研究・情報スタッフ  

評議員会 

所  長 

総 務 担 当  

教育相談スタッフ  

センター長（事務取扱） 管理部長 研究・研修スタッフ  
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Ⅱ 職 員 一 覧 

１ 島根県教育センター 

所    長   大 場 尚 樹 

教育企画部長   勝 部 千 良 

総務課 

 名   氏 名   職

課 長 

主 事 
会計年度任用職員 

澤 田 路 子 

永 井 萌 映 

椿   美奈子 
 

企画・研修スタッフ 

 名   氏 名   職

企 画 幹 深 田 剛 生   石 川 大 介 

企画セクション

指 導 主 事 
主   任 
主 任 主 事 

大 森 俊 也   松 本 洋 和    
三 浦 雄一郎 
石 内 良 太 

研修セクション 

指 導 主 事 
 
 
 

兼務企画幹 
兼務指導主事 

 
 
 
 
 

兼務主任 

秋 月 広 美   今 岡   俊   柏 井 陽 子 
河 野 雅 子   須 山 健 太   妹 尾 俊 介 
仙 田 浩 志   園 山 裕 之   大 門   透 
高 橋 隆 子   丹 羽   隆   山 﨑 敦 史 
橋 本   憲 
青 山 浩 晃   安 食 淳 一   伊 藤 淳 一 
今 岡 洋 二    宇 津   誠   大 谷 淳 司 
大 屋 純 一   杉 原 杏 奈      多久和 麻 里 
大 門 伸 之   堤   裕 亮      鶴 原   渡 
錦 織 英 宣   花 田 利 香   福 田   環 
三 浦 良 久   宮 本 俊 輔   吉 岡 正 弘 
膳 棚   玄 

会計年度任用職員 石 倉 六 希 
 

研究・情報スタッフ 

 名   氏 名   職

企 画 幹 玉 木 陽 子 

研究セクション  
指 導 主 事 伊 藤 大 輔   田 村 康 雄    登 城 千 加 

福 田 秀 孝   古 川 吉 信 
情報セクション  

指 導 主 事 石 倉 輝 也   高 見 誠 司   和田守 貴 行 

会計年度任用職員 米 田 直 樹 
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教育相談スタッフ 

 名   氏 名   職

調 整 監 高 木 敏 光 

相談セクション 

指 導 主 事 

教育相談員 

 
会計年度任用職員 

福 代 志 保   山 川 修 司 

北 川 和 子   時 枝 佳 子   藤 原 敬 子 

宮 崎 次 光 

吉 野 康 子 

特別支援教育セクション 

指 導 主 事 

 

兼務企画幹 

意 東 純 子   木 村 直 美   須 貝 菜津子 

藤 岡 里 恵   森 脇 真沙美 

今 岡 直 子 

“こころ・発達” 

   教育相談室    

教育相談員 飯 國 明 子      大 場 晶 子      福 田 容 子 
 
２ 浜田教育センター 

   センター長  大 場 尚 樹（事務取扱） 
   管 理 部 長  笠 松 真 美 
    

総務担当 

 名   氏 名   職

主   事 
会計年度任用職員 

上 府 結 菜 
藤 田 信 子 

    
研究・研修スタッフ 

 名   氏 名   職

企 画 幹 松 田   淳  

指 導 主 事 

片 岡 靖 典   品 川 佳 代   中 村 奈緒美 
永 安 裕 子   新 屋   泉   廣 瀨   隆 
三 好 真 希 

    
教育相談スタッフ 

 名   氏 名   職

企 画 幹 島 田 さつき 

指 導 主 事 
 

秋 山 朗 子   植 木 優 香   恩 田 智 恵 
鳥 居   塁 
柿 本   章   新 田 寛 美   玉 木   敦 
寺 井 月 江   中 能 由佳子 

 

Ⅲ 長期研修員 

１ 島根県教育センター 

在  籍  校 職名 氏  名 研 修 項 目 [所 属] 

安来市立第一中学校 教諭 中 島 央 恵 教育相談及び生徒指導[教育相談ｽﾀｯﾌ相談ｾｸｼｮﾝ] 

松 江 ろ う 学 校 教諭 長 束 真 弓 特別支援教育[教育相談ｽﾀｯﾌ特別支援教育ｾｸｼｮﾝ] 
 
２ 浜田教育センター 

在  籍  校 職名 氏  名 研 修 項 目 ［所 属］ 

浜田市立第三中学校 教諭 原 田 貴久美 教科（等）教育、授業づくり[研究・研修スタッフ] 

出 雲 養 護 学 校 教諭 和 田 成 弘 特別支援教育[教育相談スタッフ] 

教育相談員
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事 業 計 画 

Ⅰ 企画・研修事業 

１ 本年度の方針 
社会の変化や時代のニーズに応える学校教育の実現には、教職員の職務に応じた資質能力の向上

が不可欠である。教職員として求められる基本的な資質能力には、「教職員の人間性に関するも
の」「子ども理解に関するもの」「職務の基礎・基本に関するもの」など、普遍的でいつの時代に
も求められるものがあるが、その一方、社会の変化に対応してその時々に求められるものもあり、
それぞれにおいて、情報化やグローバル化などの社会の急激な変化に対応する力が必要となる。 
このことを受け、島根県の教職員を取り巻く現状と課題から、令和５年４月に島根県教育職員育成

指標を改定した。島根県の教職員として求められる基本的な資質能力を「豊かな人間性と職務に対す
る使命感」「子どもの発達の支援に対する理解と対応」「職務にかかわる専門的知識・技能及び態
度」「学校組織の一員として考え行動する意欲・能力」「よりよい社会をつくるための意欲・能力」
の５つを大きな柱とし、キャリアステージごとに、これからの島根県教育職員に求められる資質能力
を見直した。令和６年２月に学校事務職員の育成指標の見直しを図るとともに、４月には養護教諭・
栄養教諭の専門性に基づく育成指標を示した。 

  各学校においては、これらの育成指標に基づき、「対話と奨励」により意図的・計画的に人材育成
が図られることが期待される。また、学校が自走するために、管理職等の学校マネジメント力を高め
ていくことが求められる。 
これらのことを受け、自らの専門性を高めていくことを自覚しながら、誇りを持って学び続ける教

職員の育成を目指して、「島根県教職員研修計画」を定め、次の研修を実施する。 
 

２ 本年度教職員の研修体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 県の教育課題に対応し、全教職員に必須とする研修や各学校のリーダーを養成する研修で

あり、参加者を特定したり、テーマを特定したりして行う。 

教職経験年数に応じた研修 
教職員研修の基幹として、教職員としての生涯にわたる研究と修養の観点にたち、教職
経験年数に応じて、専門職としての職務遂行に必要な知識・技能・態度を習得させるた
めに行う新任教職員研修（初任者研修及び新規採用教職員研修）、フォローアップ研修
及び教職経験者研修。 

管 理 職 等 研 修 
各学校の管理職等に対し、経験年数に応じた学校運営上必要な知識・技能の習得及び自
覚の向上等を目的として行う研修。 
職 務 研 修 
職務遂行上必要な知識・技能の習得や校内のリーダーとしての自覚の向上等を目的とし
て、職務や分掌上の校務に応じて行う研修。 

テ ー マ 研 修 
社会の変化に対応するための教育課題や、県教育委員会の喫緊の教育課題を解決するた
めに行う研修。 

（２） 参加者の自主的な参加による個々の資質能力向上をねらいとした研修 

 社会の変化に対応した教育を行うために、教職員が自発的に参加し、資質能力の向上を図
る研修。 

能 力 開 発 研 修 

（１） 喫緊の課題や県の教育課題・実態に対応する研修 

※この他に、県の教育課題を解決するために適任者を県教育委員会が派遣する「派遣研修」がある。
 

 
※研修ニーズへの対応や研修機会の拡大を図るため、鳥取・島根連携講座や埼玉連携講座、島根大
学との連携による共催研修がある。
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Ⅱ 調査・研究事業 

１ 本年度の方針 

本県教育の課題や実態に即応する開発的かつ実証的・実践的な調査・研究を行うことにより、そ

の成果が学校教育の場で活かされるようにする。 
 

２  事業概要 

（１）指導主事の研究活動 

共同研究、個人研究、プロジェクト研究等の研究活動を行う。 

（２）全国学力・学習状況調査に関する分析支援及び提言 

学校教育課と連携し、同調査の結果分析用資料の作成等を行う。 
 （３）研究成果及び国の動向を踏まえた最新の教育情報の発信 

① 国の動向を踏まえた最新の教育情報の発信 

授業改善に関する動きをはじめとした国の動向について情報を収集し、県内の学校に対し

積極的に情報提供を行う。 

②  教育研究発表会における発信 

前年度の研究成果を、教育研究発表会において発表する。 

③  研究紀要、Ｗｅｂサイト等による発信 

研究の成果を「研究紀要」や当センターのＷｅｂページに掲載し、学校現場での活用を図る。 

（４）長期研修員の研修活動 

長期研修員は指導主事の指導のもと研修を行い、研修内容を「研修報告」にまとめ、成果発

表会等で報告する。 
 

Ⅲ 教育情報事業 

１ 本年度の方針 

学習の基盤として学習指導要領に示された「情報活用能力」を教科等横断的に育成するために必

要なデジタル学習基盤整備、並びにそれらの活用を前提とした学習活動の充実など、教育の情報化

を支援するとともに、収集した教育情報資源の提供や研修用機器の貸し出し、所内外からの教育の

情報化に関する問い合わせに対応し、教職員や学校の支援を行う。 
 
 ２ 事業概要 

（１）教育の情報化の推進 

① 出前講座、要請訪問等におけるきめ細かな支援 
教育庁各課室、市町村教育委員会、関係機関等と連携し、ニーズに応じた出前講座、要

請訪問等を行う。 
② 教育の情報化に係る研修の実施 

学校や児童生徒の実態に合わせた情報活用能力の育成、教科等の指導における ICT 活用

等、教育の情報化を促進するための研修を実施する。 
（２）教育情報の収集と提供 

① 各研修形態に対応した研修室や機器等の運用支援 
３OS に対応した研修用端末、電子黒板、大型モニタ類、１人用什器（机・椅子）、動

画撮影・オンライン配信スタジオ等の運用を支援する。 
② 教科用資料等の収集 

ライブラリーセンター・学校教職員支援コーナーにおいて、教育用資料等を管理する。 
（３）Ｗｅｂサイトの運用・管理 

島根県教育センターＷｅｂページの管理を行う。 
 （４）研修用機器の貸し出し 

教育庁各課室の研修で活用する、研修用機器の貸し出しを行う。 
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Ⅳ 教育相談事業 

１ 本年度の方針 

県内の幼児期から高等学校卒業期（特別支援学校を含む）までの幼児・児童・生徒及び保護

者・学校における、生徒指導や特別支援教育に関する課題への対応及び支援を行う。 

 

２ 本年度の重点 

（１）教育相談（来所者への対応） 

① 所内相談の円滑な実施 

 

 

     
 

② 教職員等へのコンサルテーション及び来所が困難な遠隔地での出張教育相談の充実  

③ “こころ・発達”教育相談室（平成２０年６月３日開設）における相談の充実 

島根県立こころの医療センターに隣接する出雲市立神戸川小学校・河南中学校若松分校内に、 

島根県教育センターの相談窓口の一つとして設置し、電話相談と来所相談を実施。 

④ 「学校説明会」「関係機関説明会」等の開催による教育相談に関する周知 

（２）生徒指導・教育相談・特別支援教育に係る教職員の資質向上・学校支援 

① 学校訪問による学校支援 

教職員経験や職務に応じた研修の企画運営、初めて特別支援学級を担任する者への研修・支援の

実施。加えて、特別支援教育に関する研究大会等の学校のニーズに応じた支援、情報提供。 

② 出前講座・要請訪問及び申請訪問による学校支援 

出前講座及び要請訪問等の生徒指導、教育相談、特別支援教育等に関する学校のニーズに応じた 

支援・情報提供。 

（３）本県の生徒指導・特別支援教育に係る教育課題への対応 

① 他課との連携の充実 

本県の実態把握と教育庁各課室の知見を活用した県全体での対応を図るための県教育庁学校教育

課子ども安全支援室、特別支援教育課との連携。 

   ② 支援の在り方についての研究・開発 

不登校や問題行動、学力不振といった現在の複雑化する教育的課題に、持続可能な形で学校園が

対応できる、新しい研修や学校・学級経営の在り方の研究・開発。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇島根県教育センター 相談日 ･････ 火、水、木、金 

◇浜田教育センター 相談日 ･････ 月、火、水（ＰＭ）、木、金 

◇こころ・発達教育相談 相談日 ･････ 火、水、木、金（電話相談）

水、木（来所相談） 
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３  教育相談実施状況（令和６年度） 

（１） 来所教育相談 

① 取扱い件数及び延相談回数 

取 扱 い 件 数 延 相 談 回 数 

島根県教育センター 112 2111 

浜田教育センター 196 1315 

“こころ・発達”教育相談室 50 217 

計 358 3643 

 

② 来所相談校種別取扱い件数 

区  分 
島 根 県 教 育 

セ ン タ ー 

浜 田 教 育 

セ ン タ ー 

“こころ・発達” 

教 育 相 談 室 
合 計 

幼稚園 2 3 0 5 

小学校 74 123 22 219 

中学校 23 49 18 90 

高等学校 12 15 10 37 

特別支援学校 1 6 0 7 

計 112 196 50 358 

     ※義務教育学校前期課程は小学校に、後期課程は中学校に含む。 

 

③  来所相談内容別件数 

区   分 
島 根 県 教 育 

セ ン タ ー 

浜 田 教 育 

セ ン タ ー 

“こころ・発達” 

教 育 相 談 室 
合 計 

不登校 72 61 28 161 
いじめ 0 4 0 4 

暴力行為 0 0 0 0 

児童虐待 0 1 0 1 

友人関係 2 3 0 5 

貧困問題 0 0 0 0 

ヤングケアラー 0 0 0 0 

非行・不良行為 0 0 0 0 

家庭環境（虐待･貧困除く） 4 5 2 11 

教職員との関係 1 3 1 5 

心身の健康・保健 18 19 12 49 

学業・進路 3 6 0 9 

発達障がい等 11 79 7 97 

その他 1 15 0 16 

計 112 196 50 358 

 

④  コンサルテーション（教職員等との相談） 

延 相 談 回 数 

島根県教育センター 48 

浜田教育センター 89 

“こころ・発達”教育相談室 0 

計 137 
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（１） 出張教育相談 

 延 相 談 回 数 

島根県教育センター 14 

 03 ータンセ育教田浜

 

（２） 電話相談 

①  延相談回数 

延 相 談 回 数 

島根県教育センター 92 

 172 ータンセ育教田浜

“こころ・発達”教育相談室 45 

 804 計

 

② 電話相談校種別件数 

区  分 
島 根 県 教 育 

セ ン タ ー 

浜 田 教 育 

セ ン タ ー 

“こころ・発達” 

教 育 相 談 室 
合 計 

小学校 50 199 26 275 

中学校 19 56 10 85 

高等学校 14 7 7 28 

特別支援学校 0 5 0 5 

その他・不明 9 4 2 15 

計 92 271 45 408 

     ※義務教育学校前期課程は小学校に、後期課程は中学校に含む。 

 

③  電話相談内容別件数 

区   分 
島 根 県 教 育 

セ ン タ ー 

浜 田 教 育 

セ ン タ ー 

“こころ・発達”

教 育 相 談 室 
合 計 

不登校 47 82 21 150 

いじめ 2 2 0 4 

暴力行為 2 2 0 4 

児童虐待 0 3 0 3 

友人関係 3 1 2 6 

貧困問題 0 0 0 0 

ヤングケアラー 0 0 0 0 

非行・不良行為 1 0 0 1 

家庭環境（虐待･貧困除く） 1 8 3 12 

教職員との関係 10 8 0 18 

心身の健康・保健 5 29 11 45 

学業・進路 3 7 1 11 

発達障がい等 9 117 7 133 

その他 9 12 0 21 

計 92 271 45 408 
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Ⅴ 学校・教職員支援事業 

１ 本年度の方針 

学校・教職員への総合的な支援を行うとともに、校内研修支援の充実やカリキュラムセンター的

機能を発揮する。 

 

 ２ 事業概要 

（１）校内研修支援（出前講座及び学校訪問） 

（２）地域との交流 

（３）資料の収集・提供 

（４）相談・問い合わせへの対応 

 

 ３ 昨年度の校内研修の支援実績  

（１）出前講座実績      (単位:件数)               (単位:件数) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（２）学校訪問実績                                 (単位:派遣回数) 

内容 島根県教育センター 浜田教育センター 全 体 

初任者の授業づくり等に係る訪問指導 141 27 168 

初任者等の状況把握に係る訪問 150 54 204 

校内研究・研修等に係る訪問指導 

（小・中学校、義務教育学校等） 
143 86 229 

要請訪問 

（公立高等学校、特別支援学校等） 
31 27 58 

その他 25 64 89 

計 490 258 748 

 

（３）訪問以外の支援実績                  (単位:件数) 

  島根県教育センター 浜田教育センター 全体 

教科等 8 25 33 

教育相談 0 0 0 

特別支援教育 5 7 12 

情報 0 0 0 

学校事務 0 0 0 

その他 0 0 0 

計 13 32 45 

校種別 申込数 実施数  内容別 申込数 実施数 

小学校 60 59  県の課題 10 10 

中学校 26 25  教育課題 10 9 

義務教育学校 2 2  教科等 14 14 

高等学校 12 9  生徒指導・教育相談 29 26 

特別支援学校 9 9  特別支援教育 25 24 

その他 11 11  人権教育 14 14 

計 120 115  教育の情報化 18 18 

実施率 

（実施数/申込数） 
95.8％ 

 学校事務 0  0 

 計 120 115 
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施    設     〔島根県教育センター〕 

1 敷地及び建物 

（１）所 在 地  松江市内中原町２５５－１ 

（２）敷地面積  ８,１８４㎡（県有地 ３,３７２㎡  民有地 ４,８１２㎡） 

（３）建物面積  延 ６,１０５㎡   （建築面積 ２,７９５㎡） 

           （教育センター分 ４,０８５㎡  自治研修所分 ２,０２０㎡） 

            車      庫 １９㎡  自転車置場 ６１㎡ 

            ポンプ室・渡廊下 ４１㎡ 

 

２ 配 置 図 
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周 辺 案 内 図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話番号一覧 

所    長               0852-22-5861     

教育企画部長 22-6915 

総   務   課 22-5859   5860 

○企画・研修スタッフ 

企画セクション    22-5865    5866 

教職員研修推進担当 

学校・教職員支援担当 

   研修セクション 

新任者研修担当 22-5864 

経験者研修担当 22-5853 

  スタッフ専用ＦＡＸ 22-5581 

 

○研究・情報スタッフ 

研究セクション    22-5873 

情報セクション    22-5872  

  スタッフ専用ＦＡＸ 22-5875 

○教育相談スタッフ 

相談セクション    

相談担当    22-5874  

教育相談受付  22-5876  

研修担当    22-6460  

特別支援教育セクション 

相談担当    22-6466   

教育相談受付  22-5876   

研修担当    22-5870   

スタッフ専用ＦＡＸ 22-6761 

 “こころ・発達”教育相談室 

フリーダイヤル        0800-200-1556  

兼スタッフ専用ＦＡＸ  0853-31-5561   

（出雲市立神戸川小学校・河南中学校若松分校内） 

 
 
 

(バスと徒歩)JR 松江駅から「松江しんじ湖温泉行」

に乗車。県庁前または内中原小学校前で

下車し、歩いて 10 分程度 

(タクシー)JR 松江駅から 15 分程度 

 

島
根
県
教
育
セ
ン
タ
ー 
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     施    設 〔島根県教育センター浜田教育センター〕 

１ 敷地及び建物 

（１）所 在 地 浜田市長沢町１５５０－１ 
（２）敷地面積 １７，９６６．１１㎡ 
（３）建物面積  ３，９５０．４１㎡   
 
 
２ 配 置 図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喫煙場

携帯用灰皿をお持ち下さい
多目的

電
話
相
談
室
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←益田方面

野球場
陸上競技場

松江・江津方面→

浜田ＩＣ　→

浜田バイパス

国道９号線

島根県教育センター
浜田教育センター

住宅地
ヒルズガーデン神在

坂道

日産

トヨタ
浜
田
駅
・
市
街
→

浜
田
道
Ｉ
Ｃ
へ
接
続

９
号
線
・
市
街

松
江
・
江
津

浜
田
市
街

ガソリン
スタンド

神在坂
バス停

クリニック・眼鏡市場

■　看板（小さいです。注意！！）

▲　神在坂バス停
浜田駅前から

「江津行・有福温泉行」に乗車約10分

「神在坂」バス停で下車、徒歩約５分

「浜田教育センター」

「西部読書普及センター」

イエロー
ハット

周 辺 案 内 図

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
電話番号 

 

○総務、研究・研修スタッフ 
    ０８５５－２３－６７８２ 
            ６７８３ 

 

○教育相談スタッフ 
    ０８５５－２３－６７８４ 
          

◆ＪＲ広島駅～ＪＲ浜田駅 

新幹線口から浜田道経由高速バス約 2 時間 

◆萩・石見空港～ＪＲ浜田駅 

  空港からＪＲ益田駅まで連絡バス約 12分 

  ＪＲ益田駅からＪＲ浜田駅まで特急約 40分 

◆出雲空港～ＪＲ浜田駅 

  空港からＪＲ出雲市駅まで連絡バス約 25分 

  ＪＲ出雲市駅からＪＲ浜田駅まで特急約 70 分 

※ＪＲ浜田駅からはタクシーまたはバス（上図参照） 
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                      国宝 松江城天守 
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〒690－0873 松江市内中原町２５５－１ 

ＴＥＬ ０８５２－２２－５８５９（総務課） 

ＦＡＸ ０８５２－２８－２７９６ 

e-mail matsuekyoikusen@pref.shimane.lg.jp 

〒697－0023 島根県浜田市長沢町１５５０－１ 

ＴＥＬ ０８５５－２３－６７８２、６７８３  

ＦＡＸ ０８５５－２３－５０５９ 

e-mail hamadakyoikusen@pref.shimane.lg.jp 

HP  https://www.shimane-ec.pref.shimane.lg.jp
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